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新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

建物概要

21世紀の「新しい伝統」
明治神宮には、日本古来の伝統と近代文化の統一をめざして「新しい伝統」を創造しようとした、近代日本の理想が見事に体現されています。
明治神宮創設100年を経て、新たに創られるスタジアムは、このような神宮の歴史と現代技術を融合した、
21世紀にふさわしい更なる「新しい伝統」の創出をめざします。

1／3①施設計画の概要

神宮外苑の歴史を継承して｢新しい伝統｣を再発見し、明るく豊かな杜に包まれたスタジアムを創ります
地域の防災に役立ち、地球全体の環境保存に貢献するスタジアム

①施設計画の概要

生物多様性を育む明るく柔らかな杜の上にスタジアムが軽やかに浮かびます

4 人の流れをコントロールし、防災拠点となる「四季の回廊」
①外苑の杜に接する「四季の回廊」によって、あらゆる方向からの人の流れを
妨げることなく、アクセスも容易で分かりやすい、ユニバーサルデザインの
スタジアムを実現します。

②｢四季の回廊」は雨天でも利用可能なランニングや散歩コースとして、
すべての人々に日常的に開放されます。健康長寿のための快適な日ごろの
運動スペースを提供します。

③外苑にゆとりの開放空間をもたらす「四季の回廊」は、災害時にも外苑地区の
周辺施設をつなぎ、地域の防災拠点となるスタジアムをつくります。

外苑の歴史を象徴する「新しい伝統」を再発見すべく、
豊かに育った杜を大切にしつつ、最先端の技術を加えた
｢自然に開かれた日本らしいスタジアム」を創ります。

1｢新しい伝統」の再現

エレガントな楕円形平面、縁側のような開放的な「四季の回廊｣、低く抑えた庇によって、
周辺環境に対して圧迫感を軽減した、コンパクトで機能的なスタジアムを創ります。

3エレガントでコンパクトなスタジアム
四季の回廊
全周850ｍのスタジアム内外を結ぶ
半屋外の回廊空間をつくります。

1／45

27／45

基本図面2, 7／12

25, 39／45

30, 31, 39／45

40／45

44／45

①唱歌「春の小川」を生んだ渋谷川を復活し、水辺や田んぼ、里山、さくら広場、
台地の森、森の広場、もみじ谷など四季の変化に富んだ景観を形成し、
多様な生き物の生息環境を育む杜を創ります。

②すべての人が四季折々の景観を日常的に楽しむことのできる杜を創り、
環境との調和を図ります。

③地域の火災延焼を防ぐ常緑広葉樹を含んだ混交樹林の森を育成します。

2生物多様性を育む杜
31／45

30／45

30, 31／45



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム 2／3①施設計画の概要 2／45

純木製の列柱に浮かぶ白磁のスタジアムを創ります
周辺環境と調和し最先端の技術を結集し、我が国の気候・風土・伝統を現代的に表現するスタジアム

①施設計画の概要

3自然エネルギーを取り込む日本の伝統建築の再現
①水と緑の間を通過した涼風をスタジアム内部に取り込み、
アスリートにも観客にも快適で
さわやかな内部環境を生み出します。

②自然エネルギーを最大限に活用した地球環境にやさしい
スタジアムとし、CASBEE Sクラスを達成します。

4 維持管理費を抑えるコンコースとスタンド
シンプルな構成、コンコースの半屋外化、メンテナンスフリーの
プレキャストコンクリート材の多用によって維持管理を容易にし、
費用の軽減に努めます。

5大きな懐のあるスタンド
スタンド下に大きな半屋外のコンコースの確保、庭園に面した
VIPラウンジの将来リニューアル、｢四季の回廊」に面した
ランニングステーションの設置などによって、大会後に
日常利用ができる施設への可変性に配慮しています。

6中間層免震による軽快で安全なスタジアム
①傾斜の大きな上段スタンドとVVIPフロアを免震とし、
下段スタンドを制振とすることで、建物全体の揺れを小さく
抑え、災害時に生じる観客の混乱と不安を軽減します。

②中間層免震による構造部材の縮減化を図り、
軽やかな屋根と清々しいスタンドを実現します。

③中間層免震によって地震から建物を守り、
さらに防災センター、発電機、防災備蓄倉庫などの
最新の防災機能を備えた安全なスタジアムとします。

1 最先端技術を結集した純木製の柱で支えるスタジアム
①縄文遺跡や神社を想起させる72本の純木製の列柱がスタンドを囲み、
力強い日本を象徴します。

②既に耐火認定を得ている「燃エンウッドⓇ」によって、純木製の柱を
実現します。

２層式スタンドで
内外の連続性を実現する壁のないスタジアム
縁側のような「四季の回廊」が杜とスタジアム内部を結びます。

72本の純木製の列柱と中間層免震によって、浮遊する屋根と清々しいスタンドを実現します

40／45

35／45

37／45

27／45

34／45

40／45

2同一断面の天秤トラスでつくりやすい屋根
一定のリズムで上下する同一断面の天秤トラスを、直線材で繋げることによって、
施工が容易な屋根構造とし、工期の短縮とコストの削減を実現します。

28／45

34, 35／45

27, 30, 32, 33／45

23, 24／45

32, 33／45
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軽快なトラスの先端を上下させるだけで生じる屋根
のウェーブが､観客の興奮を空間的に表現します。
軽快で優美な屋根のウェーブは､スタジアム内の
音環境にも貢献します。

5観客の興奮を表現する屋根ウェーブ

3／3①施設計画の概要 3／45

最高のユニバーサルデザインで世界に感動を与えるスタジアムを創ります
人にやさしく、誰もが安心して集い、競技を楽しむことのできるスタジアム

①施設計画の概要

軽快で優美な屋根のウェーブ

2アスリートファーストの環境づくり
①最高級仕様のフィールド舗装、トラックの穏やかな旋回風、
スタートライン付近のフィールドクーリング、
太陽光や通風の確保に配慮した良好な芝などによって、
アスリートが走りやすい環境を整えます。

②明快なアスリートの動線、ユーティリティスペースの拡充、
サブトラック等ウォームアップ施設との安全で容易な
移動等によって、アスリートが最高の力を発揮できる
スタジアムを創ります。

外苑の杜に接し、内部動線のわかりやすさを誘導する「四季の回廊」と、明快な２層式のスタン
ドとコンコースによって、車いす使用者、障がい者、高齢者、子供連れ、外国人など利用する誰
もが身体的のみならず、精神的な安らぎを感じる最高レベルのユニバーサルデザインを実現します。

3｢四季の回廊」と２層式スタンドによるわかりやすい動線1アスリートの躍動を観客に伝えるために
情熱の赤（茜色）から天空の白へとグラデーショナルに変化するスタンドの色彩、
フィールドと観客席の近さによって、
アスリートの躍動するエネルギーを直に観客に伝えます。

①競技者はもちろんのこと､VIP､VVIP席､ラウンジ等､メディア関係の配置や動線にも十分配慮した断面構成とします。
②積極的な自然通風､クールスポットの充実などによって､すべての人にホスピタリティの行き届いたスタジアムとします。
③競技関係面積を充足させると同時に､機械室などをコンパクトにすることで､無駄のない施設構成とします。

4ホスピタリティとセキュリティを高める明快な断面構成

27／45
32, 38, 42／45

38／45

26, 39／45

27, 32, 42／45

大地の赤がアスリートに戦う力を与え、
天空の白がアスリートに安らぎを与えます

40／45

27,40／45
38／45



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
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伝統を重んじながらも常に新しいものに挑戦します。（歴史と先進性）
環境を守りつつ新しい社会を創造します。 （環境と社会）
すべての人（ユーザーマインド）を第一に考えます。（人と想い）

•

•

1 共通の価値観と経験を共有する組織

①私たちは、共通の価値観で、強い結束力をもって、本事業に挑むことができます。
②私たちは、様々な課題を、スピード感をもって、解決することができます。
③私たちは、時代を代表する建築を、強い信念をもって、世の中に送り出すことができます。
④私たちは、全員が、時代ごとの最先端のスタジアム建設の経験者です。

スピード感

共通の価値観
伝統を重んじつつ挑戦する
環境を守りつつ創造する
人の想いを大切にする

共通の経験

全員がスタジアムを経験

2 施設整備に向けた基本的な考え方

•

•

•

①マネジメントと情報管理の一元化

④工期の遵守

⑤高い品質の確保

②充実した推進体制

③事業費の遵守

•

•

•

•

•

•
UD専門家 照明専門家環境専門家 音響専門家

•

•

•

•

•

•

•

•

強い結束力

強い信念

高い判断力

高い実行力

4／45１／6③業務の実施方針

世
界
最
高
の
ス
タ
ジ
ア
ム

基
本
理
念

私たちの理念と基本的な考え方
施設整備にあたっての基本的な考え方

③業務の実施方針

8／45

6／45

6／45

6, 7／45
5／45

高い技術力
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設計仕様

施 工

設 計
体制充実による
魅力向上

工期 コスト

監理部門による
設計水準の確認

生産情報を考慮した
合理化設計

設計意図伝達 施工確認仕
様
確
定

識
者
助
言

設
計
計
画

設
計
主
旨 もの決め管理

工事監理

施工計画書
施工図 工事施工設計図

（基本・実施）

実
勢
物
価

調
達
計
画

工
程
計
画

施
工
計
画

もの決め管理 施工工期管理
コスト管理＋コスト縮減策継続
品質・安全・環境管理

設計条件
コスト条件
施工条件

水準確認

事業スケジュールとＰＭ室の関わり

行政 報道

設計 ５社ＪＶ

各社専門支援部門専門分野 アドバイザー

監理 ４社ＪＶ施工 ３社ＪＶ

｢安心、安全のスタジアム」を確実に提供します
総括代理人の下でのマネジメントの実施方針

③業務の実施方針

5／45

•

•

1総括代理人と「ＰＭ室」による
ワンストップサービス

•

2「ＰＭ室」の業務と役割

3意思決定の確実な伝達、遂行
•

•

4 合理的・効果的な会議体運営

①関係者協議会（最高意思決定会議）
②要求水準確認定例
•

③広報委員会
•

④別途工事（オーバーレイ工事）調整会
•

⑤もの決め定例
•

⑥メンテナンス分科会
•

2／6③業務の実施方針

•

「公正･透明･迅速･確実」
•

基本方針

•
•

•

•

対応窓口の一元化

総合調整主任

プロジェクトマネジメント（ＰＭ）室
総括代理人（総責任者）

情報担当

プランニング主任 モニタリング主任 広報主任

設 計

管理技術者

施 工

監理技術者

監 理

工事監理者

⑦アスリート・ワークショップ
•

⑧ユニバーサルデザイン・ワークショップ
•

⑨ 維持管理コスト（ＬＣＣ）・ワークショップ
•

⑩ 防災・セキュリティ分科会
•

⑪性能検証（建築・設備）委員会
•

⑫ＪＶ委員会
•

総括＋PM室
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予定に対する
進捗の確認と
対策の実施

3／6③業務の実施方針 6／45

事業費を確実に遵守します
総括代理人の下、コストを管理して事業を進めるマネジメントの実施方針

③業務の実施方針

工期を厳守します
総括代理人の下、工期を管理して事業を進めるマネジメントの実施方針

①概算コストの算出は積上げ方式を積極的に採用
•

②設計期間中の市況変動を見越した提案事業費
•
•

3精度の高いコスト管理の継続

①コストへの影響が大きい躯体からの早期合意
•

②数量の大きい部位の仕様、特殊仕様の早期合意
•

1コスト抑制に配慮した設計プロセス

①市況と生産情報の汲み取り、適切材料の選択
•

②特殊な材工法を避けた計画
•

2生産情報を取り込んだ実施設計

③コスト縮減検討案の継続的な提示
•

•

④変更要望の背景を理解し、最適な計画を提案
•

③専門工事業者の早期検討による更なる合理化
•

•

③事業費推移を管理するモニタリング主任を専任
•

•

④コスト管理基準（アラートレベル）を定期的に報告
•

3綿密な工程管理の継続
①申請、評定等、設計工程のクリティカルを管理
•

②PM室内に「工程モニタリング主任」を専任
•

①専門知識を要する行政協議に専任チームを組成
•

②施工３社による分割同時施工
•

③オーバーレイ等関連工事の情報を事前に共有
•

④既存杭他の解体工事を準備工事にて確実に実施
•

2工程リスクを回避する組織と計画

1市況、生産性に配慮した設計
①工期短縮効果の大きい項目を積極的に採用
•

•

•

②単純明快な納まりを基本とし、施工性に配慮
•
•

•
事業期間を通じたモニタリング

•
•
•

設計業務の工程モニタリング

•
•
•
•

工事施工の工程モニタリング

③建設市場での工種・工法・トレンドを考慮
•

④工場生産を推進し、繁雑な現場工事作業を低減
•

⑤工業化、合理化工法を考慮した構造計画
•

⑤施工３社の調達力を活かし、労務資材を安定確保
•

③工程管理基準（アラートレベル）を定期的に報告
•

工事段階設計段階

市況変動予測

提案書見積 精算見積

提案事業費

物価変動リスク
調達価格

物価変動リスク

概算見積
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環境技術・伝統建築
のパイオニア

4／6③業務の実施方針

信頼される設計・施工・監理業務を進め、高い品質を確保します
設計段階・工事段階の業務の実施方針

③業務の実施方針

3監理業務の実施方針

①設計専門会社の基準に基づく監理業務
•

②監理の“見える化”
•

•

③第三者性の確保と「たすきがけ監理」
•

•

④設計専門会社の基準に基づく監理業務
•

1 設計業務の実施方針 2施工業務の実施方針

①発注者と設計プロセスの共有
•

•

②設計与条件や懸案事項の”見える化”
•

•

③わかりやすい検討資料の作成
•

•

①Ｓ：安全
重大災害の絶無

•

•

•

•

②Ｑ：品質
適正品質の確保

•

•

③C：コスト
事業費の厳守

•

④Ｄ：工期
マイルストーンの確実な遵守

•

•

⑤Ｅ：環境
周辺環境の保全

•

④各種シミュレーション等による
客観的な報告書の作成

•

•
⑤専門家の知見を集約
•

•

⑥チーム内コミュニケーションを図る
•

•

総括
＋
ＰＭ室設計 施工

監理 設計段階 工事段階 竣工後
総括代理人＋ＰＭ室
専門分野アドバイザー
設計 室長

監理 室長
施工統括委員会

ＪＶ各社支援部門（バックアップ体制）

•••

基本方針

B
工区

Ａ
工区C

工区 工事監理
ＪＶ

Ｃ工区
施工者

Ｂ工区
施工者

A工区
施工者

現場
代理人

スタジアム・ドーム建築
のパイオニア

オリンピックスタジアム
の設計施工実績

組織
設計事務所

ゼネコン
設計部

管理
技術者

魅力的なコンセプト
を発案し、チームを
牽引

高い施工技術と
直結するノウハウ

豊富な実績と
確かな技術

7／45

施工３社の威信をかけた
盤石な施工体制

各社得意分野の融合による
秀でた設計力

ユーザー目線の
確かな品質



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

3解決力を高める支援体制

2高い実現力を持つ５社JV

4高い調整力を持つPM室1事業期間を通じた一貫体制

5／6③業務の実施方針

マネジメントと情報管理の一元化でスピード感を持った設計・施工チームとします
設計段階、工事段階について、チーム編成

③業務の実施方針

8／45

ＪＶ各社支援部門（バックアップ体制）

東京都 政府・中央省庁 各種競技団体等

地球環境・周辺地域・近隣の方々 発注者（発注・運営・施設管理） 利用者（企画・競技・観客）

行政（認定・許認可等）

総括代理人（総責任者）

プロジェクトマネジメント（ＰＭ）室

ＰＭ室長

設 計専門分野アドバイザー

ランドスケープ
環境デザイン
照明デザイン

ユニバーサルデザイン
競技施設
天然芝
イベント
サイン
アート
音響
雪対策
防災

監 理 施 工

施工計画 工務調達 品質 安全環境

Ａ工区監理技術者
（ 現場代理人）

建築

施工図

計画

事務

共通仮設 仮設 スタンド 屋根 外構

建築 設備 ＢＩＭ

電気 機械

Ｂ工区監理技術者

建築

施工図

計画

事務

共通仮設 仮設 スタンド 屋根 外構

建築 設備 ＢＩＭ

施工計画 工務調達 品質 安全環境

電気 機械

Ｃ工区監理技術者

建築

施工図

計画

事務

共通仮設 仮設 スタンド 屋根 外構

建築 設備 ＢＩＭ

施工計画 工務調達 品質 安全環境

電気 機械

•

•

構造デザイン

発注者責任者

品質

４社

情
報
管
理

情
報
管
理

情
報
管
理

情
報
統
合

情
報
管
理

情
報
管
理

施工統括委員会

モニタリング主任

運営主任

会議体管理
広報主任

別途工事窓口

渉外管理

プランニング主任

ロジスティックセンター・安全管理センター・工区間調整会議

業務期間ＢＣＰ策定

管理技術者

建築主任

構造
電気

都市計画
ランドスケープ・土木

ＢＩＭ

機械

設計方針
統括

設計方針
主任

環境

工事監理者

建築
構造
電気
機械

水準確認

Ａ工区
担当

Ｂ工区
担当

Ｃ工区
担当

•

•

•

•

•

•

•

•
•

•

•

•

•

•

•

工程モニタリング

設計水準確認コストモニタリング

施工品質確認 情報公開センター
運営

全体工程計画 施工品質計画

全体コスト計画 設計水準計画
情報公開対応

•

•

•

•

•

Ａ社技術研究所

Ｂ社技術研究所

Ｃ社技術研究所



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

プロジェクトマネジメント（ＰＭ）室 設計と施工あわせて25件・93万席・164万平米のノウハウを
注ぎ込み、最新・最高のアスリートの聖地を提供します。

ＰＭ室長 工程モニタリング主任 コストモニタリング主任 広報主任

○ 監理技術者／A工区
(現場代理人)

○電気主任(A)

○機械主任(A)

○ 監理技術者／Ｂ工区

○電気主任(B)

○機械主任(B)

○ 監理技術者／C工区

○電気主任(C)

○機械主任(C)

工程・仮設

コスト・調達

施工図

○ 工事監理者

○ 建築主任

○ 構造主任

○ 電気主任

○ 機械主任

水準管理

○ 建築主任

○ 構造主任

○ 電気主任

○ 機械主任

環 境

設計方針主任

ランドスケープ

屋 根

BＩＭ

設計方針統括

○ 総括代理人

監理業務 施工業務設計業務専門アドバイザー

構造デザイン

ランドスケープ

ユニバーサルデザイン

照 明

競技施設

内 装

○ 管理技術者

各社
支援
部門

特殊構造設計 都市計画 防災計画 調達計画 施設維持管理 芝育成 音響 環境計画

本事業成功に不可欠な技術・実績を持つスタッフが全力で取り組みます
設計段階、工事段階について、各担当者の能力や実績・資格

③業務の実施方針

6／6③業務の実施方針 9／45



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム 10／451／3④事業費 別紙様式４



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム 11／452／3④事業費 別紙様式４



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム 12／453／3

13／45

④事業費 別紙様式４



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム 13／45

④ 1事業費 更なる事業費縮減のための工夫（設計の工夫、独自技術、施工合理化、調達等の工夫）

1／10参考添付資料

10～12／46



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

技術提案段階 施工業務段階設計業務段階
事業費管理のフロー

1／3④事業費

スタジアム経験者によって、信頼できる事業費を提案します
主要工種（例：スタンド、屋根等）のコスト計画に関する考え方

④事業費

14／45

3精度の高い提案事業費の算出
STEP３ 技術提案の作成と提案事業費の算出
•

•

•

基本
方針

STEP 1：実績に基づく試設計と試算
STEP 2：目標コストの設定
STEP 3：技術提案の作成と提案事業費の算出

技術提案段階における事業費の設定方針

①合理性の高い空間の創造
②徹底的にムダを抑制
③実績に基づく精度の高い見積

1実績に基づく試算
STEP１ 実績に基づく試算
•

STEP２ 目標コストの設定
•

4 設計と施工の協働メリットを活かした合理的なコスト縮減提案

35／45

2目標コストの設定

20／45

2,23／45

16／45

23／45

16／45 35／45

20／45 16／45

35／45

36／45
20／45

21／4521／45

20／45
1／45

35／45
36／45

36／45

35／45

35／45

35／45
3／45



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

設計業務段階のコスト管理

技術提案段階 施工業務段階設計業務段階
事業費管理のフロー

2／3④事業費 15／45

ムリとムダのない合理的な設計で、提案事業費を遵守します
事業期間を通じた、事業費抑制のためのコスト管理計画・手法の考え方（設計段階）

④事業費

基本
方針

①発注者との設計、コストに関わる合意形成
•

•

•

②BIMの積極的活用によるコスト抑制
•

③生産情報の取り込み
•

設計段階における事業費の抑制方針

第Ⅰ期（設計業務）

①着実な設計業務の遂行
•

•

②不確定要素の早期取り込み
•

1 適切な設計プロセスによる
コスト管理

4生産情報の設計への取り込み
①施工者との協働によるコスト抑制
•

•

•

3 設計意図の共有化と合意形成 5 採否判断しやすい縮減提案
①発注者の採否判断のし易い縮減検討資料
•

•

•

•

②VE減額効果のモニタリング
•

①ＢＩＭ、モックアップ等による共有化
•

•

②BIMを活用したバーチャル施工
•

•

•

2 合理的な設計によるコスト抑制
①エビデンスに基づく設計仕様
•

•

•

•

②メリハリのある仕様設定
•

•



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

技術提案段階 施工業務段階設計業務段階
事業費管理のフロー

3／3④事業費 16／45

ムダなコストの発生を予防し、事業費を確実に遵守します
事業期間を通じた、事業費抑制のためのコスト管理計画・手法の考え方（工事段階）

④事業費

基本
方針

①現場代理人によるムダのない施工計画
•

工事段階における事業費の抑制方針 4 継続的なコスト変動の
把握と報告

①リアルタイムな事業費管理と軌道修正
•

②取極め率の管理を通じた事業費の抑制
•

③物価変動のリアルタイムな反映と対策
•

④工程モニタリングによる突貫費の抑制
•

⑤「コスト縮減検討リスト」と
発注者による取捨選択

•

3コスト縮減提案の継続と更新
①工事段階におけるコスト縮減提案
•

•

•

•

②施工JV３社の協働による最適な調達手法
•

•

③事業費を抑制する継続的なコスト変動の把握
•

•

•

1工事の合理化、省力化
①全体最適な施工計画の立案実施
•
•
•
•

•

②緻密で合理的なヤード・動線調整
•

•

③ムダのない共通仮設の一括施工
•

•

2
①施工JV３社協働による「パートナー調達」
•

④「集約調達、単独調達」
•

⑤最適な「パッケージング調達」
•

②施工JV３社協働による「競合調達」
•

③「総合評価型調達」
•

３社の強みを活かす調達手法



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム 1／1⑤工期 別紙様式５ 17／45

  

設計意図伝達

施工技術検討   

工事計画/調達計画

建築工事等   

スタジアム本体 準備工事  
解体工事

山留工事   
地業工事
土工事

地下躯体工事
地上躯体工事

外装工事
内装工事

座席工事

屋根工事

エレベーター工事  

フィールド工事  
試運転調整・検査

解体工事
地業・土工事
地下躯体工事
地上躯体工事
内外装工事

試運転調整・検査
人工地盤 準備工事

地業・土工事
 

地下躯体工事
地上躯体工事
内外装工事
外構工事

  

機械設備工事

電気設備工事

設備棟

1 2 5 2 546 7 8 9 10 11 12 1 2 36 7 8 9 10 11 10

平成32年度

　　　　業務

基本設計

実施設計

　　　　年度　　　 平成27年度 平成28年度
3 4

平成30年度
4 5 6 7 8

平成31年度
4

平成29年度
4 5 5336 7 8 9 10 11 12 1 9 11 12 112 1 2 23

設
計

施
工
技
術
検
討

建
設

そ
の
他

工
事
監
理

工事監理

敷地外ヤード　 　　　　　　　①A-3敷地

工程計画
別紙様式5



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

充足率200%確保

既存杭解体に伴う先行工事

地盤改良工法の複合化

掘削土量６０％削減

山留め壁２５％削減

スタンド架構躯体
４０％低減と工場生産化

埋設配管の先行施工

地下ピットの集約化

工 期 数 量＝ 効 率 ひ と÷ ）×

増やす

着工日遵守

４カ月短縮

１カ月短縮

１カ月短縮

１カ月短縮

１カ月短縮

３カ月短縮

安全性への配慮

近隣の方々への配慮

•
•
•

•
•
•

D

E

F

G

A

G

K
L

M

1／3⑤工期 18／45

プロジェクト全体工期を５カ月短縮し、不測の事態が生じても東京大会への準備期間を確保します
工程計画、工期を短縮するための具体的方策、事業期間を確実に遵守するための工程管理計画の考え方

⑤工期

2不測の事態が生じても工期を遵守する具体的方策 3安全性・近隣の方々への配慮

1主要工種の工期を短縮するための具体的方策

基本
方針

事業期間を確実に遵守するための
工程管理計画の考え方

▼着手

基本・実施設計11カ月

▼着工

新築工事40カ月
要項
工程

竣工・引渡▼総事業期間51カ月

提案
工程

基本・実施設計12カ月
躯体 15カ月 屋根11カ月

座席 9カ月準備 解体 6カ月
地業・掘削5カ月

想定人員

JV 3社の配置可能人員
1月初から組織委員会が使用可能

フィールド 7カ月

検査

総事業期間46カ月

1,000人/日

施工JV3社の強みを活かし
想定必要人員に対して
十分な余力を確保しており
工期遵守を約束します。

2,000人/日

想定必要人員

工期とは

新築工事34カ月

オーバーレイ期間

組織委員会使用期間
東京
大会

不測の事態には

②設計の工程管理計画
•

•

③施工の工程管理計画
•

•

F
D

D

B

C

E

20／45

20,36／45

20／45

20／45

20,22／45

21／45

20, 22／45

H

Ⅰ

J

K

L

M

N

長柱一体施工「燃エンウッド 」

外周側スタンド躯体の優先施工

自立工法による屋根施工

コンコースの半屋外化

屋根･内装･座席工事の同時施工

屋根構造の統一化 １カ月短縮

３カ月短縮

２カ月短縮

５カ月短縮

２カ月短縮

２カ月短縮

0.5カ月短縮

22／45

®

20, 22／45

22, 35／45

20, 22／45

20,22／45

20,22／45

2／45

21／45

21／45

21／45

19, 22／45

（
減らす 上げる

JV3社の機材センター JV3社の調達余裕度バックアップ工法

B

C

A

5カ月短縮

竣工・引渡▼▼着手 ▼着工

①プロジェクト全体の工程管理計画
•

•

•

Ⅰ

安心を
お約束します。

H

J

N



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

A

B

C D

E

F

H

J K L

M

N

G

2／3⑤工期

設計施工のメリットを最大限活かし、生産情報の設計図への反映と最適構工法選定で短工期施工を実現します
各フェーズで行う具体的な業務内容や想定される課題と解決策、設計工程表・総合工事工程表

⑤工期

19／45

❶

❷

❸

❶

❷

❸

❶

❷

❶

❷

❶
❷
❸

❶
❷

断面図 屋根平面図
屋根構築手順スタンド躯体構築手順

G

Ⅰ

K

L

M

F
D

D
B

C

E

H

N

A

J

Ⅰ



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

C

B

地盤改良・掘削工事Ⅱ-1

躯体工事Ⅱ-2

フィールド・内装仕上工事Ⅱ-4

屋根・外装仕上工事Ⅱ-3

Ⅰ-2

既存杭解体に伴う先行工事

①試験施工による工事計画の作り込み
•

•

•

•

•

A

B

E

D

•
外周側スタンド躯体の優先施工

•

•

スタンド架構躯体40%低減と工場生産化

•

•

複合ユニット工法による高効率化

自立工法（仮設支柱なし）
重量

支える

本設で
引っ張る

仮設免震

重量

通常工法（仮設支柱あり）

仮設支柱
で支える

支える

段床
後施工

内部
後施工

72本
盛替
仮設
免震

段床の後施工なし
内装・座席工事を
並行して実施可能

自立工法による仮設数量の削減

屋根 内装 座席工事の同時施工

•

•

•

G

L

K

C

②追加地盤調査による工事計画の作り込み
•

•

I

M

3／3⑤工期

施工ＪＶ３社の総力を結集し、最適な全体計画で確実な工期の遵守をお約束します
総合施工計画・主要工種の工期短縮に関する考え方

⑤工期

20／45

準備工事・解体工事

①周辺環境への配慮と既存躯体再利用による工期短縮

•

山留め壁２５％低減

•
地盤改良工法の複合化

•

•

埋設配管の先行施工

•

•

掘削土量６０％低減

•

①本工事、オーバレイの電気工事期間を短縮する変電設備の配置

•

•

②受電工程の遵守と検査期間の確保
•

•

提案
工程

21／45

21／45

21／45

22／45

22／45

22／45

22／45

22／45

東京大会

市立吹田スタジアム施工状況写真
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⑤環境負荷を低減する確実な地下水処理
•

⑤

①社会に開かれた
作業所運営の実施

•

②工事ゲート･敷地境界での
対策充実

•

⑤ 4工期

⑤ 5工期

③従来困難だった基礎の工場生産化の実現
•

•

①地下ピットの分離施工による施工効率の向上
•

❸地下ピットの集約
•

❹山留め壁25%削減
•
C

F

⑤ 1工期

④山留め壁変位の事前予測と計測管理

⑤ 3工期

①追加地盤調査による施工計画の作り込み
•

•

•

•

②揚水井戸の能力確認と工事計画への反映
•

50%低減

土工事
無駄な山留・切梁を徹底的に排除し、コスト・工期の縮減

基礎工事
基礎ＰＣ化により、省人化短工期施工の実現

安全第一と環境配慮
近隣や周辺環境に配慮した施工計画の立案

21／452／10参考添付資料

②地盤アンカー工法の採用による工期短縮
•

•

•

⑥既存躯体利用による工期短縮
•

②控え杭工法の採用による工期短縮
•

地下水
地下水位の高い計画地における最適な地下水処理方法の提案

市立吹田スタジアム実績

市立吹田スタジアム施工状況写真

①オープンカットによる掘削効率向上
•

③地盤改良による自立山留め壁
•

④工事影響の事前予測と管理の徹底
•

a.縦長カーブミラー
b.２段パトライト

e.コーナー部透明仮囲

：運転者・歩行者双方がどの高さからも視認可能
：大人と子供どちらからも視認可能

：歩道での出会い頭の衝突を防止

③工事搬出入車両の一括管制による渋滞の抑制
•

⑤ 2工期

①ひと ②資材 ③機材
• ••

調達力
施工JV３社の強みを活かした圧倒的な調達力

本計画

❼

❷

❹

❺
❻

❸
❶

A社協力会社

B社協力会社

C社協力会社
100%

200%

300%

１千人

２千人

３千人

配置可能
人員

想定される作業人員

本工事想定鉄骨数量
約1.4万t

JV３社調達能力
(東京近郊)
約30.0万t/年

本工事想定PC数量
約3.7万㎥

JV３社調達能力
(東京近郊)
約10.8万㎥/年

浸透流解析

掘削側背面側

最適な計画無駄のある計画 無理のある計画

通常試験
(水平流)

鉛
直
試
験

(

鉛
直
流)

(70%)

(90%)

（100%)

限界管理値

変位リアルタイム計測

壁･天井を分離施工

壁･天井を一体施工
一体施工

分離施工

交通量調査結果 騒音シミュレーション例
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•

②内外からの連続施工による工期短縮
•

•

⑤ 8工期

①屋根構造の統一化による効率向上
•

•

①解析による施工時の安全性確認と
調整スパン設定

超大型重機による揚重 外周から内周へ順次架設屋根部材の地上での組立・複合ユニット化

⑥自立工法による仮設削減と工期短縮

③複合ユニット工法による高効率施工
•

設備材を取り込んだ複合化
•

仕上材を取り込んだ複合化
•

仕上材

ユニット取り付け例

•

外周ユニットの地組状況

•

J

L

K

⑤ 6工期

①動線の二重化による搬入動線の確実な確保
•

スタンド架構躯体の合理的な工場生産化（ＰＣ化）
•

②超速硬性材料による工場生産能力の増強

⑥外周側スタンド躯体の優先施工

•

•

•

•

G

I

⑤ 9工期

屋根工事との並行作業により工期確保 EM

⑤ 10工期

①別途工事（オーバーレイ工事）調整会議による協業
•

•

躯体工事
最短工期を実現するＰＣ化範囲の選定

屋根工事
超大型重機による複合ユニット工法で高所作業低減

22／453／10参考添付資料

検査

検査

検査

検査

検査

⑤ 7工期 木構造工事
伝統建築、大規模木造建築のノウハウを活かし、適正工期で施工

①設計・施工が協業しスケジュールを組み、品質の作りこみを行います

•

•

•

•

•

②長柱一体施工「燃エンウッド 」

2016年：原材料の確保と設計 2017年：工場で部材の組立て 2018年：現場へ

１層目 ２層目
H

•

•

先行可能作業の洗い出しによる工期短縮
•

•

外装

®

®

南長野運動公園総合球戯場施工状況写真

フィールド工事
屋根とフィールド・内装仕上・座席工事の同時施工

オーバーレイ工事
早期からの調整会議実施による東京大会への作りこみ
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縮減効果の算出
1様々な工夫を実践し維持管理費を大幅に縮減

•

•

民間ノウハウの導入
•
•
•
•

②適切な維持管理のための竣工前後の取り組み

•
•

•

•

•

•

維持管理費各項目別の費用縮減

設計上の工夫
•
•
•
•

下記の と との比較により縮減効果を算出してい
ます。

①BIMデータの活用
•

•

民間のノウハウ・知恵を活かした維持管理

機能美を体現したシンプルなスタジアムによって「50年で600億円｣、28％の維持管理費縮減を図ります
維持管理費を抑制させるための設計における具体的方策

⑥維持管理費抑制

•

2修繕・更新費縮減に向けた具体的な取り組み

1／2⑥維持管理費抑制 23／45

42／45

修繕・更新費縮減に向けた設計上の工夫
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①清掃費の縮減

•

•

•

•

②外構・植栽維持管理費の縮減
•
•

•

•

•

•

③警備費の縮減
•

•

•

2／2⑥維持管理費抑制 24／45

シンプルな仕組みで将来にわたり維持管理のしやすいスタジアムとします
維持管理費を抑制させるための設計における具体的方策

⑥維持管理費抑制

•

3管理運営費縮減に向けた具体的な取り組み

•

4水道光熱費縮減に向けた具体的な取り組み

①電気料金の縮減
•

•

•

•

•

②上水料金の縮減
•

管理運営費縮減に向けた設計上の工夫

水道光熱費縮減に向けた設計上の工夫
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①単純明快な座席の住所表示
•

②距離に応じた最適高さを設定した見やすいサイン
•
•

④安心に直結する円滑な車両アクセス経路
•

•

具体的な取り組みの要点
•
•
•
•
•
•

地域全体でUDに取り組みます

③情報の混合を避けたルールづくり
•

※１ユニバーサルデザインの７原則
•
•
•
•
•
•
•

1／2⑦ユニバーサルデザインの計画 25／45

世界最高のユニバーサルデザインですべての人がイベントを「楽しめる場」を実現します
世界最高のユニバーサルデザインを導入した施設とするための具体的方策

⑦ユニバーサルデザインの計画

1身体的・精神的な負荷を軽減し、心の余裕と「楽しみ」を生み出す工夫

2 二者択一の単純明快な構成で「迷い｣「不安」を排除し、
移動プロセスにおけるストレスを最小化

※2 
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4）静養室
•

①安全・安心な「避難」を実現します
3スポーツを通じてすべての人が生きがいを感じる集いの場の実現

6）車いす用トイレ
•

8）大型のトイレブース
•

1）確実な情報伝達
•

•

2）体力差・障がい内容に配慮した安全避難計画
•

•

•

1）各障がい別のWSおよび相互理解のWS
•

•

•

•

•

2）デジタル技術WS
•

2）｢和」の心のおもてなし
•

③将来技術も見据えてユニバーサルデザインのさらなる向上を目指します

1）車いすでもよく見える席・同伴者席
•

2）各種寸法への配慮
•

6）アメニティを高める
サービスコア

•

9）多様な障がいに配慮した
トイレ
•

3）ユーティリティスペース
•

②競技者のベストパフォーマンを引き出す最高のユニバーサルデザインを実現します

②利用者目線に立ったワークショップ（WS）を開催します

①仮設部分も含めて、細部に配慮した心づかいで、すべての人が使いやすいスタジアムとします

1）次世代ＩＴ技術の活用によるUDの更なる向上
•

2）安心環境を提供する
ボックス席

•

4）多用途活用の集団補聴設備
•

5）静かな環境の休憩室
•

7）育児環境に配慮した
ベビールーム

•

3）イージーアクセス席
•

1）車両動線
•

5）シャワーブース・更衣室
•

3）その他のユニバーサルデザイン
•

•

•

•

2／2⑦ユニバーサルデザインの計画 26／45

｢縁の下」のユニバーサルデザインによって移動・観戦・競技の自由を支えます
世界最高のユニバーサルデザインを導入した施設とするための具体的方策

⑦ユニバーサルデザインの計画

4安全・安心に、気軽に便利に利用できる、永く愛されるための取り組み
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•

•

1神宮の歴史を継承した「新しい伝統」の創出

3杜の自然とスタジアムが相互貫入する日本らしい空間構成
•
•

•

•

神宮内苑・外苑の歴史に立脚しつつ、日本の「新しい伝統」を創ります
日本の伝統的文化を現代の技術によって新しい形として表現する方策

•
•

2大地のエネルギーが天空に向かって上昇する祝祭の場

⑧日本らしさに配慮した計画

1／3⑧日本らしさに配慮した計画
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•

•

1スタジアムを支える72本の純木製の柱

2最先端技術を活用した木柱の実現
•

•

3人々を温かく招き入れる木製天井
•

37／45

天空に浮遊する屋根を72本の純木製の柱で支えます
日本の気候・風土、伝統を踏まえた木材利用の方策

祝祭空間を象徴する木柱

⑧日本らしさに配慮した計画

28／452／3⑧日本らしさに配慮した計画
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3旧国立競技場の記憶を繋ぐモニュメント
•

季節のうつろいを体感できる「四季の回廊」とアートワークによって外苑の杜とスタジアム内を結びます
日本の伝統的文化を現代の技術によって新しい形として表現する方策

2 季節のうつろいを色彩とレリーフで表現する「四季の回廊」の壁面
•

•

4
•
•

•

5大地と宇宙を結ぶ滝が再現する日本の風景
•
•
•

⑧日本らしさに配慮した計画

29／453／3⑧日本らしさに配慮した計画

1 72本の柱と二十四節気
•

•

43／45

43／45

43／45

季節のうつろいと共に変化する日本のあかり
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神宮外苑が育んだ環境を呼び起こし、自然の恵みを生かした未来の杜を創ります
神宮外苑の歴史と環境や景観に調和するための具体的方策

⑨環境計画

•

•

•

•

1 地域全体の風の流れの保全
風の流れる競技場風

•
•
•
•

2 地下水と地表水の流れの保全
井水・雨水の水景への活用水

•
•

•

3 地中熱・下水熱のポテンシャルを利用した
暑熱対策や芝の温度コントロール熱

•

•

4 神宮内苑、新宿御苑等につながる緑の
ネットワークによる生物多様性の向上と評価緑

•
•
•

5 芝への採光の最大限確保と
屋根・庇による人々への日陰の提供光

•

•

•

森に守られた
防災拠点としてのスタジアム防災

1／3⑨環境計画 30／45

熱

風

光

緑水

0 1 1 2 2 3 4 4 5 5 6
風速(m/s)

•

•

スポーツクラスター 明るく柔らかな森で包まれた
スポーツクラスター

適度
0.0 － 3.0
3.0 － 3.5
3.5 － 4.0
4.0 － 4.5
5.0 － 5.5
5.5 － 6.0
6.0 － 6.5
6.5 － 7.0
7.0 － 7.5
7.5 － 8.0
8.0 － 8.5
8.5 － 9.0
9.0 － 9.5
9.5 － 10.0

＜ 0.001
0.001 － 0.002
0.002 － 0.003
0.003 － 0.004
0.004 － 0.005
0.005 － 0.01
0.01－ 0.02
0.02－ 0.03
0.03－ 0.04
0.04＜

流速（m/日）
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生物多様性を育む大地に根ざした杜を創ります
神宮外苑の歴史と環境や景観に調和するための具体的方策

⑨環境計画

2／3⑨環境計画 31／45

•

1 東京の水循環回復の象徴と
なる渋谷川清流の復活渋谷川の復活

•

3 365日、多様な活動の舞台となる
四季の変化に富んだ森四季の変化

•

2 明治神宮の地形・水系の特性に合わせた
多様な生き物の生息環境（ハビタット）の育成神宮の杜
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自然力を最大活用した最新の環境技術により杜と共生するスタジアムを創ります
環境負荷軽減のための具体的方策、設備計画

•
•
•

•
•
•
•
•

•
•
•

•
•

•

•
•
•
•

•
•
•

⑨環境計画

3／3⑨環境計画 32／45

①環境負荷を軽減する建築デザイン
•
•
•
②自然エネルギーの最大利用
•

•

③最新技術と高効率システムの導入
•

•
•

①観客席の暑熱環境の改善
•

•
•
•
•
•
•

②アスリートの視環境配慮
•

③観客の音環境配慮
•

①安全・防犯への配慮
•

•

②ビル風の軽減
•

③排気・排熱の配慮
•

④地域インフラの負担軽減
•
•

⑤騒音・光害の軽減
•

•

•

最高の環境負荷軽減性能の実現
①省エネルギー基準の評価
•

②一次エネルギー消費量削減効果（推定）
•

③CASBEE評価
•

④水資源の循環利用効果
•

1環境負荷軽減のための環境技術 2快適なスタジアム環境の提供

3周辺地域への環境配慮・インパクト低減

4環境負荷軽減に対する性能評価

④限りある資源の適正利用
•

•

•

•



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

⑨ 3環境計画 電気設備・機械設備 計画概要

⑨ 1環境計画 シミュレーションによる検証 ⑨ 2環境計画 エネルギー消費量の削減

33／454／10参考添付資料

•

•

1 地域の温熱・風環境の検証 2 スタジアム内の温熱・風環境の検証
•

3 室内音響の検証
•

4 段床ふく射冷却の改善効果
•

•

•

•

•

1 算定手順とエネルギー消費量削減効果

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.028 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60

•

•



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

伝統技術と最新技術の融合により高水準の安心安全を提供します
•
•
•
•

シンプルで作りやすい合理的な架構システムでニーズに応えます
•
•
•
•

シンプルな構造計画と伝統・最新技術の融合により、日本が世界に誇れるスタジアムを創ります基本方針

シンプル・優美・合理性を合わせ持った架構により、日本らしく美しい安心安全なスタジアムを創ります
屋根を含む構造計画

⑩構造計画

シンプル・合理性を合わせ持った日本らしい優美な屋根
•
•

•

•

1 シンプルな鉄骨天秤トラス群が生み出す
優美な大屋根屋根

神宮の杜と一体となったスタジアムの実現
•

•

•

3 斬新な架構が生み出す
古代の力強さを持った木の大黒柱木の柱

1／3⑩構造計画 34／45

観客を揺れから守る安心安全な架構システム
•

•

•

2 ハイブリッド中間層免震が可能にする
安心安全で開放的なスタンド免震

安心安全 安心と安全を生み出す確かな構造計画 工期・コスト 最大のニーズである
短工期、コスト縮減を図る豊富な技術



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

断
面
イ
メ
ー
ジ

•

•

梁と一体化した強固なPC段床

•

•

•

2／3⑩構造計画 35／45

最新の解析技術により「新しい伝統」にふさわしいスタジアムを創ります
屋根を含む構造計画

⑩構造計画

①屋根架構の構成
•

•

•

1 ３つの要素からなる優美な屋根シンプルな屋根構造
②屋根を支える力の流れ
•

•

安全性と経済性のバランスのとれた断面設計
•

•

2屋根断面の最適化設計
設計・製作の統合がもたらす高効率生産
•

•

•

3生産性向上に配慮した鉄骨製作

①防災拠点としての安全性確保
•
•

②ハイブリッド中間層免震のメリット
•
•

③最適な免震、制振装置の採用
•
•

4 地震力を最大限抑える安心安全な
ハイブリッド中間層免震スタジアムハイブリッド中間層免震スタジアム

①スタンド架構を一体化させる剛床PC段床
•

②鉛直力と水平力の分離による適材適所の設計
•

•

5 力の流れをコントロールする合理的な架構計画合理的な架構計画

•

•

•

6地震に強いスタンド段床 7無駄のない基礎計画
ミニマムな設備機能と融合した基礎計画

床剛性を持たせた提案床剛性がない場合

37／45

37／45



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

短工期、コスト縮減を実現するＰＣ化
•

•

③大屋根の荷重に耐える（安全性）
•
•
•

•

•

•
•

•

①地震に対する備え
•

•

•

②雪に対する備え
•

•

③風に対する備え
•

•

④不測の事態に対する備え
•

•

掘削・搬出土量を徹底して抑えた地球環境への配慮
•

•

•

3／3⑩構造計画 36／45

｢新しい伝統｣を純国産カラマツ材の木柱で創ります
屋根を含む構造計画

⑩構造計画

最先端技術で安全を確認し、環境に配慮します
屋根を含む構造計画

①火災に耐える※（耐火性）
•

•

1 構造性能、耐火性能などに優れた
実用性の高い耐火木造「燃エンウッドⓇ」を提案します燃エンウッドⓇ

②屋外での使用に耐える（耐候性・耐久性）
•

•

•

•

•

2 緻密な解析を行い、長期にわたって安心安全を確保します多角的な構造解析

3 様々な災害・状況に対しても構造体の安全性を確保し、人命を守ります災害への備え

4合理的なRC造スタンド 5地下躯体の最小化
37／45

37／45

37／45

37／45



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

⑩ 1構造計画 36／45

1 使用状態を想定した耐火性能を検証

2 燃エンウッドⓇの構造性能の検証

4 従来建築と同程度の維持管理コストを実現する予防保全と、心柱の構造安全性の確保

3 カラマツ集成材15年曝露調査結果 1 鉄骨量のヒストグラムを用いて最適な数量を算出 2 バックステイ破断時の衝撃解析による架構安定性の確認

3 最適な免震装置と制振装置の選択

4 免震エレベーターへの対応 5 永久地盤アンカー

37／455／10参考添付資料

燃エンウッドⓇの基本的な仕様 屋根スタンド架構における解析検討例⑩ 2構造計画

•

•

•

•

•

①維持保全の基本方針
•

•

•

•

②健全性の長期モニタリング
•

③汚損やいたずらへの対応
•

④保全技術
•

下部構造からの自立フレーム方式の採用
•

•

バックステイの力を安定的に地盤に伝達
•

①下部スタンド制振デバイスのケーススタディ
•

②免震層における最適ダンパー量のケーススタディ
•

•

••

34, 35／45



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

•

•

•

•

•

1シンプルな２層式スタンドの構成

•

1／3⑪建築計画 38／45

すべての人が使いやすい単純明快な構成のスタジアムを創ります
スタジアムの全体構成、観客席の形状、アスリートファーストの環境づくりについて

⑪建築計画

•

•

•

2わかりやすい「回廊型」の平面計画

•

•

•

•

3アスリートファーストの環境づくり

•

•

•

•

4どこからも見やすい一体感のある観客席

43／45



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム 2／3⑪建築計画 39／45

ひとつながりの回廊型プランによるシンプルで分かりやすい動線計画とします
スタジアム全体の動線計画と観覧機能、観客動線について

⑪建築計画

•

•

1観客席への容易なアクセス

•

2目の届く範囲にスタジアムの必要機能をすべて揃える

•

•

•

•

3見通しのよい「回廊型」コンコース

•

•

4高いホスピタリティ機能をコンコースに面して配置

41／45

32／45



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

①イベント時の災害：80,000人/1晩
•

②電力・給排水インフラ断絶時：
17,000人/1週間（8,500人/3日間）

•

③中長期の帰宅困難者受入：4,500人
•

3／3⑪建築計画 40／45

高いホスピタリティをもち運営の容易なスタジアムとします
VIP・VVIPエリアと運営エリアの動線計画、避難・防災計画について

⑪建築計画

シンプル･コンパクトな施設特性を活かし
災害に強いスタジアムを創ります

•

1メインスタンド側に集約されたVIP･VVIPエリア
•

2コンパクトで使い易いメディア・運営エリア

•

•

•

•

3日常的な利用と東京大会後の転用や活用を多様に

①ユニットごとに成立する避難システム
•

4観客席からの最短距離での避難
②来た道を戻る最短距離の避難
•

5既設の設備・諸室を活用した柔軟性の高い防災計画



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム 6／10参考添付資料 41／45

⑪ 2建築計画 効率的なワンウェイ方式により快適なトイレ空間を実現します

①円滑な利用を支援するワンウェイトイレ
•

②入ったときに全てが見渡せる安心のトイレ空間
•

1 シンプルでわかりやすいワンウェイトイレ

①効率的なプランニングによる快適性と
利便性の両立

•

•

•

②ゆとりある細部のデザインによる
高いフレキシビリティ

•

•

2 効率設計による高い利便性・快適性・柔軟性

⑪ 1建築計画 様々な与件に配慮した合理的なスタジアムを実現します

①東京大会（オリパラ）開催時の配慮
•

•
•

•

1 座席数6.8万人モード― 東京大会（オリパラ）・ラグビー

②ラグビー競技大会開催時の配慮
•

③各種イベント開催時の配慮
•

•

•

•

2 座席数8万人モード―サッカー

•

3 東京大会（オリパラ）開催後の設備機器の縮減



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

⑪ 3建築計画 屋根計画 ⑪ 4建築計画 最適な芝運用で最小のLCCと最高の競技環境を実現します

7／10参考添付資料 42／45

3 芝のためのフィールドにおける自然通風
•

•

景観
• 高さを抑え、圧迫感を低減
• 外苑・内苑の森や景観との呼応
• 外（庭）と内（スタジアム）の
スムーズな連続性

機能
• 排水勾配の確保
• 熱伸びを考慮した屋根
• 雪の落下、吹き溜まり
への配慮

環境
• 観客席への日差しを遮り、良好
な温熱環境を創出
• 芝育成に必要な光量の確保

55.869.9 61.844.658.8 69.3

LCCの
低減

プレイング
クオリティ

フレキシ
ビリティ

①敷地･施設条件に適した寒地型芝の選定
•

•

②年間を通して高品質の二種混播運用
•

•

③少ない張替え回数によるいつでも使いやすいフィールド
•

•

•

2 天然芝育成補助設備とモックアップ実験による最適化

•

•

•

3 天然芝の健全な育成と管理の容易化に配慮

-5

0

5

10

15

20

0 500 1000 1500 2000

•

1施設条件に適した寒地型芝の選定によるLCCの最小化

1 様々な与条件に配慮した合理的な屋根形状

2 ３次元シミュレーションによる人と芝にやさしい形状の検討
•



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム

⑪ 5建築計画 最低限の情報で席が見つけられるチケット表示に配慮したサイン ⑪ 6建築計画 アートワーク

8／10参考添付資料 43／45

•

1 アートワーク
①通路毎にブロック番号を設定
•

②単純明快なナンバリング
•

1 利用者のシークエンスに沿ったわかりやすいゾーン分け

2 イメージ



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム 44／459／10参考添付資料

参考添付資料



新 国 立 競 技 場 整 備 事 業
NEW NAT IONAL STAD IUM JAPAN 杜のスタジアム 45／4510／10参考添付資料

参考添付資料



指定様式　１　

平成２７年１２月９日

№
技術提案書資料名

及び正誤箇所
ページ 誤 正

1
①施設計画の概要
左中段、建物概要

1
「容積率　135.45％」 「容積率　140.58％」

2
①施設計画の概要
左下、施設構成面積表

3
「⑦維持管理機能：24,247㎡」 「⑦維持管理機能：23,147㎡」

3
③業務の実施方針
右中段、会議体の機能・名称
②要求水準確認定例

5
「ＰＭ室：○」 「ＰＭ室：●」

4

③業務の実施方針
右中段、会議体の機能・名称
⑧ユニバーサルデザイン・
ワークショップ

5

「ＰＭ室：○」 「ＰＭ室：●」

5

③業務の実施方針
右中段、会議体の機能・名称
⑪性能検証（建築・設備）委
員会

5

「発注者：（空欄）」 「発注者：△」

6
③業務の実施方針
組織表上段のＰＭ室

8
「運営主任」 「総合調整主任」

7
③業務の実施方針
組織表中段の設計

8
「設計方針主任」と「建築主任」を結ぶ線は誤記 線で結ぶ必要はありません。

8

④事業費
別紙様式4
Ⅰ．建設工事費
１．２構造躯体

10

「延べ床面積182,213㎡」 「延べ床面積185,673㎡」

9

④事業費
別紙様式４
Ⅰ．建設工事費
１．５その他

10

10

④事業費
別紙様式４
Ⅰ．建設工事費
３．１空気調和設備

11

「枝管にフレキ管」 削除

正　　誤　　表

事業名：新国立競技場整備事業

　平成２７年１１月１６日付けの「新国立競技場整備事業」に係る「技術提案書」について、誤記がありましたので訂正いたします。

1/2



指定様式　１　

№
技術提案書資料名

及び正誤箇所
ページ 誤 正

11
④事業費
参考添付資料
右下、2.電気設備工事

13

12
⑤工期
工程計画
右中段、【工程計画条件】

17
「延床面積：186,639㎡」 「延床面積：185,673㎡」

13

⑥維持管理費抑制
右下、修繕・更新費縮減に向
けた設計上の工夫
13 トータル面積

23

「４％減（186,639㎡）」 「４％減（185,673㎡）」

14
⑪建築計画
左下、施設構成面積表

39
「⑦維持管理機能：24,247㎡」 「⑦維持管理機能：23,147㎡」

15
⑪建築計画
左下、施設構成面積表

39
「⑧駐車場等機能：27,063㎡」 「⑧駐車場等機能：26,097㎡」

16
⑪建築計画
左下、施設構成面積表

39
「合計：186,639㎡」 「合計：185,673㎡」

17
⑪建築計画
右下、休憩所面積

39
「計：859㎡」 「計：855㎡」

18
⑪建築計画
右下、トイレ面積

39
「計：6918㎡」 「計：7293㎡」

19
⑪建築計画
右下、売店面積

39
「計：1902㎡」 「計：2730㎡（B2階売り子基地も含む）」

20
⑪建築計画
左中段

40

21
②基本図面
地下２階平面図

6/12
「南西フィールド搬入路出入口付近に図示されている階段２か所」 削除

22
②基本図面
地下２階平面図
競技関連機能（水色）

6/12

23
②基本図面
西立面図

7/12
「手摺：強化合わせガラス」 「手摺：ステンレス」

24
②基本図面
断面詳細図
「四季の回廊」の手摺仕様

11/12
「ステンレス支柱強化合わせ８＋８」 「支柱ステンレスＨＬ」

2/2



追加資料

各室性能表
導入機能 ⽐率（％）

業務要求水準書 本提案書（b） b/aｘ100
競技等機能 競技空間 18,600 19,400 104

練習⽤⾛路 1,900 1,810 95
メンテナンス メンテナンス事務室 500 485 97

メンテナンス倉庫
器具庫 3,000 3,080 103

24,000 24,775 103
競技等関連機能 チーム更⾐室・監督室 チーム更⾐室 1,050 1,080 103

監督室 150 144 96
選⼿更⾐室・ウェイトトレーニング等 選⼿更⾐室・マッサージルーム 300 315 105

ウェイトトレーニング室
選⼿⽤ウォームアップスペース 430 445 103
審判室 審判更⾐室 170 175 103

審判⽤ウォームアップスペース
医務室 150 150 100
ドーピングコントロール室 190 190 100
ドーピング待合室 390 380 97
大会運営関連 運営多目的室 870 830 95

大会運営室 360 375 104
競技運営室

設備関連 アナウンス室 20 20 100
記録室 50 48 96
イベントコントロール室 110 105 95
大型映像操作室 130 135 104

小計 4,370 4,392 101
フラッシュインタビューゾーン 1,530 1,584 104
その他共⽤部

5,900 5,976 101
観覧機能 観覧席 38,200 36,290 95

コンコース・共⽤部 36,400 37,379 103
チケットカウンター・案内所 120 125 104
WC 7,270 7,293 100
売店（売店・物販） 2,600 2,730 105
関連諸室 救護室・休憩室 210 205 98

授乳室・ベビーカー置き場・キッズルーム・託児室 340 323 95
コインロッカー、ATM置き場、倉庫等 160 153 96

85,300 84,498 99
メディア機能 記者席、実況席 ※面積は観覧席に含める

記者作業室 700 685 98
実況放送室 200 200 100
記者会⾒室 記者会⾒室 240 245 102

同時通訳ブース
ミックスゾーン（フットボール⽤） 650 618 95
認定オフィス 50 52 104
小計 1,840 1,800 98
共⽤部 1,260 1,244 99

3,100 3,044 98
ホスピタリティ機能 休憩室 900 855 95

⾞椅⼦席 1,300 1,363 105
100 100 100

VVIP（貴賓室・国賓級要人） 2,500 2,517 101
VIP（海外要人）エリア 5,670 5,744 101
小計 10,470 10,579 101
共⽤部 6,630 6,369 96

17,100 16,948 99
防災警備機能 警察・消防 警察・消防本部 240 228 95

警察・消防詰所
警備 警備員室 120 115 96

駐⾞警備室
防災センター 防災センター 360 375 104

上記以外
防災備蓄庫 480 470 98

1,200 1,188 99
維持管理機能 管理運営本部 管理運営本部 440 462 105

上記以外
会議室 590 618 105
駐⾞場センター 200 190 95
清掃センター 130 136 105
機能室・シャフト 受水排水設備・空調設備機械 24,000 6,903 29

熱源機械室
高圧電気室
特高電気室・発電機室
主MDF室
サーバールーム
DS・EPS・PS

廃棄物処理室 600 604 101
ゴミ保管庫・掃除⽤具庫 200 210 105
小計 26,160 9,123 35
共⽤部 5,640 14,024 249

31,800 23,147 73
駐⾞場 駐⾞場等 26,000 26,097 100

26,000 26,097 100
合計 194,400 185,673 96

主要室名 面積（㎡）

秩⽗宮記念スポーツ博物館・図書館収蔵・展⽰スペース




